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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
  売上高の会計処理の方法の最近連結会計 
年度における認識の方法との相違の有無 

： 無 

 
２．平成１６年３月期 第３四半期業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年１２月３１日） 
 
（１）連結売上高              (百万円未満切捨) 
 百万円  ％

１６年３月期 第３四半期 ８,５０８ －

１５年３月期 第３四半期 － －

(参考)１５年３月期 １３,５０７ －

   （注）売上高は、当該四半期までの累計値であります。 
当期から四半期業績の開示を行っておりますので、前年第３四半期の 
実績および比較は記載しておりません。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
 
 
 
 
 
 
３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

(百万円未満切捨) 
  

予想売上高 
 

予想経常利益 
 

予想当期純利益 
１株当たり 
予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭
通     期 １３,７８７ ３８９ １７４ １０.５７
   

 (注) 上記の業績予想は、現時点で得られる情報により算定しておりますので、今後の様々な要因に
より予想値と異なる場合があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以  上 

［ 業績予想に関する定性的情報等 ］ 

当期におきましては、環境省の第５次水質総量規制に関連して全窒素・全りん自動測定装置の

売上が下期後半に集中することが予測されます。すでに、１５年１２月の単月受注高は当社最高

の１,４１５百万円とその兆しを示しております。基本プロセス計測器や電子関連市場向けの電子

計測器の引き合いも活発になっており、通期予想の達成を目指しております。 

  平成１５年１１月２８日に開示いたしましたとおり、当社の取引先であります東洋計量器工業株式

会社の倒産により、９９百万円の取立不能債権が発生いたしました。このため、通期の利益計画を見

直し、平成１５年１２月４日に開示いたしましたとおり、業績予想の修正を行っております。 

［ 売上高に関する補足説明 ］ 

当第３四半期におきましては上下水道用分析計、環境用水質分析計等が順調に推移し、第３四

半期だけの売上高は３,１９７百万円となりました。 

しかしながら累計で見ますと、法的な規制による需要が一巡した煙道排ガス用分析計やハンデ

ィ残留塩素計が減少しておりますので、第３四半期までの売上高累計は、通期予想売上高に対し

て６２％と低水準になっております。 


